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1 はじめに

近年、駅前やショッピングセンターなどの公共の

場にプラズマディスプレイや、プロジェクタなどを

設置し、広告などの情報の提示を行うデジタルサイ

ネージが普及してきた。デジタルサイネージは、広

告情報などをデジタル情報で提示するため、一括し

て最新情報への差し替えを行うことや、設置された

場所ごとのターゲット層や地域性にあわせて、 異

なる情報を提示することができる新しい広告提示媒

体として注目を集めている。

デジタルサイネージは既存の看板や掲示板などの

屋外広告と比較し歩行者に対して強い働きかけが可

能な媒体であると期待されているが、デジタルサイ

ネージの効果を測定するための共通の効果指標が存

在しない点が問題となっている。

そこで我々は、デジタルサイネージへの効果測定

を行うために、歩行者を観測するためのカメラを設

置し、その画像を解析することにより、歩行者の大

画面への注視情報を取得するアプリケーション、Sig-
nageGazerの実装を行ってきた [1]。SignageGazer
は大画面の前を通るユーザの顔の向きを解析するこ

とによって、大画面広告への注目状況を取得するア

プリケーションである。今回は顔の向きだけでなく、

天井付近に設置したカメラから歩行者の移動軌跡の

取得を行う SignageTrackerの実装を行い、より精
度の高い広告の効果測定を目指した。

2 SignageTracker

図 1は SignageTracker によって取得した軌跡と
SignageGazerによって取得した注視情報を統合し
た出力画像である。注視を行っていないときの移動

軌跡は赤く表示され注視を行っているときの移動軌

跡は緑色でカメラ画像上に重畳表示される。移動軌

跡の色の変化で歩行者がどこで広告への注視を行っ

たか知ることができる。
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また、移動軌跡中に表示された矩形の大きさから

歩行者の動きを推定することも可能である。トラッ

キングを行っている人物の直前数フレームと比較し

一定距離以上移動するごとに矩形が表示される。注

目を行っていないときの矩形は青で描画され、注目

を行っているときの軌跡は緑で描画が行われる。ト

ラッカに大きな移動が見られない場合、軌跡上に以

前描画した矩形より一回り大きい矩形が新たに表示

される

図 1: 注視情報の移動軌跡への反映

2.1 システム構成

SinageTrackerのシステム構成を図 2に示す。

図 2: システム構成図

SignageGazerでは、大画面広告を注視したユー
ザの移動軌跡の取得を行ってきたが注視を行ってい

ない人物の情報の取得は行っていなかった。そのた
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め、表示されている情報が視聴された回数や時間の

取得は可能であったが、広告への視聴率の測定など

ができなかった。

そこで、歩行者の注視情報を取得するためのカメ

ラに加えて、天井付近に移動軌跡を取得するための

カメラを新たに設置し、動的背景差分法による身体

領域の抽出と、Mean-shiftトラッカ [2]を利用した色
相情報に基づく人物追跡を行う SignageTrackerの
実装を行った。

2.2 Mean-shiftトラッカによる人物追跡

Mean-shiftトラッカで人物を追跡するためにはま
ず初期条件として追跡対象の色情報を指定する必要

がある。SiganageTrackerでは、まずカメラ画像に
対し動的背景差分を行い背景と人物領域とをを切り

離す。ラベリング処理を施し一定以上の大きさの領

域が一定フレーム以上存在した場合、それを人物の

領域であるとみなす。

抽出した人物領域から色相情報の分布の取得を

行った後に Mean-shiftトラッカによる追跡を開始
する。Mean-shiftトラッカは現在位置の周囲で色相
分布の近似している領域の探索を行い、類似した領

域の重心位置まで現在位置を移動することを繰り返

すことによって領域の追跡を行う。

領域内の色相分布の類似度評価には Bhat-
tacharyya係数を用いる。正規化された比較対象領
域の色相分布 p、qに対して以下の通り定義される。
ただし、uは色相の成分番号を表わし、mは色相分
布の成分数を表す。

ρ(p, q) =
m∑

u=1

√
puqu (1)

2.3 デジタルサイネージの視聴率測定

SignageTracker ではこれらの情報と Sig-
nageGazer から取得した注視情報を基にデジ
タルサイネージへの視聴率の測定行う。ユーザは表

示を行う広告の静止画、または動画のリストを登

録し、それぞれの情報を表示する時間を設定する。

SignageTracker はそれぞれの広告が表示されてい
る間にデジタルサイネージの前を通過した人物の

数と画面を見た人物の数を測定することにより、表

示されている広告ごとの視聴率の測定を行う。

3 評価

SignageTrackerを用いて、人物の移動軌跡の取得
と注視情報の取得を行うことが可能であるか、研究

室内にデジタルサイネージを模した縦置きプラズマ

ディスプレイ予備的な実験を行った。実験の結果出

力された画像を観察したところ、部屋の照明が全て

落ちてしまい照明条件が急激に変化した場合を除き、

おおむね正しい移動軌跡の取得と注視情報の推定が

でき視聴率の測定が行えていることが確認された。

4 関連研究

デジタルサイネージの前に立つ人物の位置情報

を利用した研究として井上らの GASが挙げられる
[3]。GASは天井付近に設置したステレオカメラ画
像を解析し大画面の前に立つそれぞれの集団の推定

を行う。

小池らのEnhancedWallは大画面の前にステレオ
カメラユニットを設置し、 カメラの前にいる人物

の顔の向きを、更新型テンプレートを用いて検出す

ることによって大画面上の情報の閲覧支援を行って

いる [4] 。特徴点抽出のために、ユーザがステレオ
カメラユニットの前から動くことができない点で、

本研究とは異なる。

5 まとめ

大画面広告を視聴する人物の移動軌跡と注視情報

を測定する SignageTrackerの実装と評価を行った。
SignageTrackerは背景差分と mean-shiftトラッカ
を利用して人物追跡を行い人物の移動軌跡の取得

を行う。今後は長期的な実験を行い、広告に興味を

持った歩行者の移動軌跡や注視状況の蓄積、解析を

行っていく。
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